英語の音のパターンをマスターする
日本で生まれ育ち、日本語に囲まれて生活していると、私たちの音声処理回路は日本語仕様になり、英語の音声も日本語の音のシステムに則って処理しようとしてしまいます。しかし英語は音のシステムが日本語と違うので、それでは不具合が生じて上手く聞き取ることができません。それを克服するためにはまず、英語と日本語の音のシステムの違いを知識として学び、知識を技術に変換するトレーニングをするのがよいでしょう。トレーニングとしては耳から音を入れて、聞こえた通りに真似して言うListen & Repeatの練習をお薦めします。「聞いて繰り返す」練習を反復して行うことで英語の音のパターンを体に刷り込むことができます。英語の音のシステムを体で覚えられれば、音を聞いたとき耳が自然に反応するようになります。
リスニングに役立つ英語の音の特徴
このレッスンでは英語のリスニングを難しくしている３つの英語の音の特徴を見ていきます。
1． 英語は強弱の差が大きい
英語は強くはっきり発音される部分と弱くさらっと流れる部分があります。文字では同じ大きさでも、音声では違いが出ます。
文字　　　　　　　 　(　音
He’s repairing a machine. (  hesrepairingamachine

Some fruit is on display. (  somefruitisondisplay
意味を使える上で重要な語句は強くはっきり発音されます。反対に重要でない語句は弱くさらっと発音されます。よって、弱く発音される部分が聞き取れなかったとしても、意味を理解する上ではそれほど障害になりません。しかし、聞き取れない部分があるというのは気持ちのよいものではありません。仮に聞き取れなかったとしても、「おそらくこういう語が来ているのだろう」と予想できるようになっていた方が有利です。以下、弱く発音される場合が多い語を挙げます。
· be動詞（am, is, are, was, were, beenなど）
例：
It was ordered last week.
（このような文で、was は弱く発音される場合が多い。）
· 助動詞（can, could, should, will, would, mustなど）
例：
Boarding for this flight will begin in one hour.
（このような文で、will は弱く発音される場合が多い。）
· 前置詞（in, on, at, for, with, byなど）
例：
The view from this hotel room is spectacular. 
（このような文で、from は弱く発音される場合が多い。）
· 代名詞（we, they, my, his, your, herなど）
例：
Ms. Jones represented our department. 
（このような文で、our は弱く発音される場合が多い。）
· 冠詞（a, an, the）
例：
It’s a small town outside of Nashville. 
（このような文で、a は弱く発音される場合が多い。）

2． 英語はつながる音がある
英語では音がつながって語と語がつながって複数の語がひとつの固まりのように聞こえることがよくあります。

母音で始まる語は前の子音と音がつながります。
例：
The man is handing a note book to the woman. 

yで始まる語も前の子音と音がつながります。
例：
Didn’t you lose your briefcase? 

3． 英語は聞こえなくなる音がある

文字としてはあるのに、前後の組み合わせによってほとんど聞こえなくなる音があります。

/p/、/b/、/k/、/g/、/t/、/d/は後ろに子音が続くとほとんど音が聞こえなくなります。
例：
top ten（topのpの音はほとんど聞こえなくなる）
get back（get のtの音はほとんど聞こえなくなる）

同じ音、または似た音が2つ続く場合、始めの音がほとんど聞こえなくなります。
例：
some milk（someのmの音はほとんど聞こえなくなる）

with the president（withのthの音はほとんど聞こえなくなる）

補足：/p/、/b/、/k/、/g/、/t/、/d/は、後ろに何も来ない場合も音がとても弱くなります。

get back（back のkの音はほとんど聞こえなくなる）

some milk（milkのkの音はほとんど聞こえなくなる）

with the president（presidentのtの音はほとんど聞こえなくなる）

例えばPet Shop Boys（イギリスの音楽グループ）はカタカナでは「ペット・ショップ・ボーイズ」と表記されますが、英語では「ペッショボーイズ」のように発音されます。Pet Shop Boysという文字を見たとき、「ペット・ショップ・ボーイズ」ではなく「ペッショボーイズ」という音が頭に浮かぶようになることを目指してください。文字から頭に浮かぶ音と実際発音される音のギャップを埋めることで英語が聞き取りやすくなります。
この3つのポイントを意識して、Listen & Repeatの練習をしてください。何回も繰り返して行うことで英語の音のパターンが習得できて、リスニングが楽になります。ポイントはしつこく何回も何回も繰り返して練習することです。英語の音の習得には反復練習が欠かせません。がんばってください。
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